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◉
２
０
１
８
年

６
月

23
日（
土
）、

24
日（
日
）、

30
日（
土
）、

７
月

１
日（
日
）　
　

◉
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

野
村
万
作

野
村
萬
斎
、野
村
裕
基

大
槻
文
蔵
、大
槻
裕
一

片
山
九
郎
右
衛
門
、観
世
喜
正

万
作
の
会 

ほ
か

 

演
目
に
よ
っ
て
出
演
者
は
こ
と
な
り
ま
す
。

な
ら
や
ま
ぶ
し
こ
う

た
か
ひ
め

◉
能『
鷹
姫
』 ◉
狂
言 『
楢
山
節
考
』

狂
言
劇
場 

特
別
版

◉
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ａ
プ
ロ 

（
６
月
23
日
14
時
、24
日
14
時
、30
日
14
時
）

 

狂
言 

『
呼
声
』

 

狂
言 

『
楢
山
節
考
』

Ｂ
プ
ロ 

（
６
月
23
日
18
時
、７
月
１
日
14
時
）

 

舞
囃
子 『
三
番
叟
』

 

能 

『
鷹
姫
』

Ｂ
プ
ロ 

（
６
月
30
日
18
時
）

 

舞
囃
子 『
山
姥
』

 

能 

『
鷹
姫
』

◉料金（全席指定・税込）：
S 席 (1 階席・2 階席 )　 A 席 (3 階席 )

一般　S 席8,000円　A 席5,500円　字幕タブレット付　S 席 8,000 円 ◇

高校生以下 ※ 1　S 席 4,000 円　A 席 2,750 円 　字幕タブレット付　S 席 4,000 円 ◇

　U24 ※ 2　S 席 4,000 円　A 席 2,750 円  （前売のみ取扱い）

　世田谷パブリックシアター友の会会員割引　S 席 7,500 円 （前売のみ取扱い）

　せたがやアーツカード会員割引 ※ 3　S 席 7,800 円  （前売のみ取扱い）

　セット券 ※ 4　一般  S 席 15,000 円　高校生以下 ※ 1  S 席 7,000 円 （前売のみ取扱い）

※１　高校生以下：世田谷パブリックシアターチケットセンターのみ取扱い。要年齢確認。
※２　U24： 18 ～ 24 歳の方は世田谷パブリックシアター主催公演の前売チケットを一般料金の半額でお求めいただけ

ます。枚数限定・要事前登録。詳細・お申込みは、世田谷パブリックシアターチケットセンターまたは世田谷パブ
リックシアター公式サイトへ。このサービスはトヨタ自動車株式会社が提供しています。

※３　せたがやアーツカード割引： 世田谷区在住の方を対象としたサービスです。要事前登録。詳細・お申込みは、
世田谷パブリックシアターチケットセンターまたは世田谷パブリックシアター公式サイトへ。

※４  セット券：A プログラムと B プログラムを１公演ずつ選択、世田谷パブリックシアターチケットセンターとオンライン
チケットのみ取扱い。

※公演中止の場合を除き、チケットの変更・払い戻しはいたしません
※未就学のお子様はご入場いただけません
※開演後は本来のお席にご案内できない場合がございます。ご了承ください
※客席開場は開場の 30 分前

〒 154-0004 東京都世田谷区太子堂 4-1-1　Tel.03-5432-1526
三軒茶屋駅［東急田園都市線（渋谷より2 駅・5 分）・世田谷線］より直結

◉発売日
一般発売： 4／30(月・休 )10:00 ～
世田谷パブリックシアター友の会先行： 
一次先行（Web 抽選）　エントリー期間 4/6（金）10:00 ～ 4/10（火）23:59
二次先行（先着順・発売初日は電話のみ）4/22（日）12:00 ～
せたがやアーツカード先行（先着順・電話・オンラインにて受付）： 4/29（日）10:00 ～

◉チケット取扱い
世田谷パブリックシアターチケットセンター（電話・窓口 10:00 ～ 19:00  発売初日は窓口販売なし）
　　　　　　　  03-5432-1515
世田谷パブリックシアターオンラインチケット（要事前登録・24 時間受付）
　　 PC・スマホ http://setagaya-pt.jp/  　携帯 http://setagaya-pt.jp/m/
チケットぴあ 0570-02-9999（P コード 485-471） http://pia.jp/　 
イープラス http://eplus.jp/
ローソンチケット 0570-084-003（L コード 34245）
 0570-000-407（オペレーター対応 10:00 ～ 20:00） http://l-tike.com/　
カンフェティ 0120-240-540 （携帯・PHS からは 03-6228-1630）（平日 10:00 ～ 18:00）
 http://confetti-web.com/ 　

［託児サービスのご案内］（定員有・要予約）
料金： 2,000 円
対象： 生後 6 ヶ月以上 9 歳未満（障害のあるお子様についてはご相談ください）
申込： ご希望日の 3 日前正午までに
　　　世田谷パブリックシアター 03-5432-1526 へ　

［車いすスペースのご案内］（定員有・要予約）
料金：一般 S 席料金より10％割引（付添者は 1 名まで無料）
申込： ご希望日の前日 19:00 までに
　　　世田谷パブリックシアターチケットセンター 03-5432-1515 へ　

お問合せ： 世田谷パブリックシアターチケットセンター　03-5432-1515（10:00 ～ 19:00）http://setagaya-pt.jp/

主　　催： 公益財団法人せたがや文化財団
企画制作： 世田谷パブリックシアター
後　　援： 世田谷区
協　　賛： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
協　　力： 東京急行電鉄株式会社　IVYアイビィーカンパニー　株式会社イヤホンガイド 

　 6/23（土） 6/24（日） 6/30（土） 7/1（日）

14:00  A プロ

　　●

 狂言『呼声』  A プロ

　■　●

 狂言『呼声』  A プロ

　　●

 狂言『呼声』
 B プロ

 舞囃子『三番叟』
 狂言『楢山節考』  狂言『楢山節考』  狂言『楢山節考』  能『鷹姫』◇

18:00  B プロ

　　●

 舞囃子『三番叟』
 B プロ

 舞囃子『山姥』
 能『鷹姫』◎  能『鷹姫』◇

文化庁文化芸術振興費補助金
（劇場・音楽堂等機能強化推進事業）
独立行政法人日本芸術文化振興会

助　　成：

◎＝ポストトーク（出演：野村萬斎  開催回のチケットをお持ちの方が対象）

■＝視覚障害者のための舞台説明会
要事前申込・無料。6/24（日）14 時の開演前に、舞台装置や衣裳など視覚に頼らな
ければわかりづらい場面をご説明いたします。本公演のチケットをお持ちの方が対象。

■＝視覚障害者のための音声ガイド
当日受付・無料。6/24（日）14 時の回に視覚障害者のための解説付き音声ガイドを行
います。開催回のチケットをお持ちの方が対象。

●＝聞こえにくい方のための音声サポート
要事前申込・無料。音声が聞き取りにくい方に、当日劇場ロビーにてイヤホンをお貸出
しいたします。開催回のチケットをお持ちの方が対象。ご観劇日の３日前までにお申込み
ください。

◇＝字幕タブレット付きＳ席券販売あり
「鷹姫」日本語台本と台本英語訳の字幕のチャンネルあり。一般発売 4/30 より劇場チケッ
トセンターとオンラインチケットのみで販売。一般 8,000 円・高校生以下 4,000 円。2 階席・
枚数限定。タブレットは当日ロビーにて配布。

Noh "Takahime"：Japanese and English subtitles are available on tablets. 
Reservation is required.

お問い合わせ・お申込み＝劇場 03-5432-1526、support@setagaya-pt.jp

古典芸能という枠にとどまらず「〝舞台芸術＝パフォーミングアーツ〟としての狂言」というコンセプトに基づき、
２００４年にスタートしたシリーズ『狂言劇場』。劇場空間に特設能舞台を設置し、古典芸能の技法や発想をもとに、
現代舞台芸術の視点を取り入れた斬新な演出をお届けしてまいりました。シリーズ九回目となる今回は「特別版」
と銘打ち、初めて能の演目が登場します。

野村万作と大槻文蔵という狂言―能の東―西の人間国宝が萬斎と共に魅せる２演目「楢山節考」（Ａプログラム）、「鷹姫」（Ｂプログラム）
は、人間―超自然、 烏―鷹、命を断ち切る行為―永遠の生命　という相反する要素を持ちあわせながらも対を構成し、観る者に

「命」という共通のメッセージを訴えます。現代日本社会をあらわす鏡のような二つの世界観が劇場空間に立ち上がります。
このほか、Ａプロでは狂言『呼声』を、Ｂプロでは舞囃子『三番叟』と『山姥』を日替りで上演します。



Ａ 

プ 

ロ

狂
言
『
呼
声
』 ／ 

狂
言
『
楢
山
節
考
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６
月
23
日
（
土
）

14
時
開
演

６
月
24
日
（
日
）

14
時
開
演

６
月
30
日
（
土
）

14
時
開
演

狂言

『呼声』

太
郎
冠
者

野
村
萬
斎

野
村
萬
斎

野
村
萬
斎

主

内
藤　

連

野
村
太
一
郎

野
村
太
一
郎

次
郎
冠
者

中
村
修
一

内
藤　

連

中
村
修
一

狂言

『楢山節考』

お
り
ん

野
村
万
作

野
村
万
作

野
村
万
作

辰
平

深
田
博
治

深
田
博
治

深
田
博
治

け
さ
吉

高
野
和
憲

高
野
和
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高
野
和
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又
や
ん

月
崎
晴
夫

月
崎
晴
夫
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崎
晴
夫

又
や
ん
の
倅
／
雨
屋

中
村
修
一

中
村
修
一

中
村
修
一

村
人
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幸
雄

石
田
幸
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史
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史
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史
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連
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連
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飯
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豪
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萬
斎
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萬
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萬
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子
供

　
（
数
名
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（
数
名
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（
数
名
）

笛

松
田
弘
之

栗
林
祐
輔
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林
祐
輔

太
鼓

桜
井　

均

桜
井　

均

桜
井　

均
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18
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開
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６
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30
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時
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舞囃子
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仕
手

野
村
裕
基

野
村
裕
基

笛

竹
市　

学

竹
市　

学

小
鼓
頭
取

鵜
澤
洋
太
郎

鵜
澤
洋
太
郎

脇
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古
賀
裕
己

古
賀
裕
己

脇
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清
水
和
音

清
水
和
音

大
鼓

亀
井
広
忠

亀
井
広
忠

舞囃子

『山姥』

仕
手

観
世
喜
正

地
謡

鈴
木
啓
吾

地
謡

寺
澤
幸
祐

地
謡

坂　

真
太
郎

地
謡

大
槻
裕
一

笛

竹
市　

学

小
鼓

鵜
澤
洋
太
郎

大
鼓

原
岡
一
之

太
鼓

大
川
典
良

能

『鷹姫』

老
人

大
槻
文
蔵

大
槻
文
蔵

大
槻
文
蔵

鷹
姫

大
槻
裕
一

片
山
九
郎
右
衛
門

片
山
九
郎
右
衛
門

空
賦
麟

野
村
萬
斎

野
村
萬
斎

野
村
萬
斎

地
謡

観
世
喜
正

観
世
喜
正

観
世
喜
正

地
謡

鈴
木
啓
吾

鈴
木
啓
吾

鈴
木
啓
吾

地
謡

坂　

真
太
郎

坂　

真
太
郎

坂　

真
太
郎

地
謡

坂
口
貴
信

大
槻
裕
一

大
槻
裕
一

地
謡

深
田
博
治

深
田
博
治

深
田
博
治

地
謡

高
野
和
憲

高
野
和
憲

高
野
和
憲

地
謡

中
村
修
一

中
村
修
一

中
村
修
一

地
謡

内
藤　

連

内
藤　

連

内
藤　

連

地
謡

飯
田　

豪

飯
田　

豪

飯
田　

豪

地
謡

野
村
太
一
郎

野
村
太
一
郎

野
村
太
一
郎

笛

竹
市　

学

竹
市　

学

竹
市　

学

小
鼓

鵜
澤
洋
太
郎

鵜
澤
洋
太
郎

鵜
澤
洋
太
郎

大
鼓

亀
井
広
忠

原
岡
一
之

亀
井
広
忠

太
鼓

小
寺
真
佐
人

大
川
典
良

大
川
典
良

Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム

狂
言
「

呼よ

び

声ご

え

」　

狂
言
「

楢な

ら

山や

ま

節ぶ

し

考こ

う

」

狂
言

『
呼よ

び
こ
え声

』

居
留
守
を
使
い
家
か
ら
出
て
こ
な
い
太
郎
冠
者
を
、
主
人
と
次
郎
冠
者
は
、
あ
の
手
こ
の
手
で
お

び
き
出
そ
う
と
す
る
の
だ
が
…
。
太
郎
冠
者
を
出
て
こ
さ
せ
よ
う
と
、
次
か
ら
次
へ
い
ろ
い
ろ
な

節
の
謡
を
謡
っ
て
い
る
う
ち
に
、
ど
ん
ど
ん
盛
り
上
が
っ
て
く
る
と
こ
ろ
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

狂
言

『
楢な

ら
や
ま
ぶ
し
こ
う

山
節
考
』

お
り
ん
の
村
に
は
、
70
歳
に
な
る
と
供
の
者
に
背
負
わ
れ
て
深
い
山
奥
の
「
楢
山
さ
ん
」
へ
行
き
、

二
度
と
戻
ら
な
い
「
楢
山
ま
い
り
」
の
風
習
が
あ
っ
た
。
当
年
69
歳
の
お
り
ん
は
、
一
日
も
早
く

楢
山
ま
い
り
に
行
こ
う
と
す
る
の
だ
が
、
孝
行
息
子
の
辰
平
は
複
雑
な
心
境
で
あ
る
。
一
方
、
辰

平
の
息
子
け
さ
吉
は
、
自
分
の
子
供
が
生
ま
れ
る
の
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
お
り
ん
に
早
く
楢
山

ま
い
り
に
行
っ
た
方
が
い
い
と
い
う
。
村
に
は
70
歳
に
な
っ
て
も
な
か
な
か
楢
山
へ
行
こ
う
と
し

な
い
又
や
ん
の
よ
う
な
者
も
い
る
…
。

舞
台
は
、
主
人
公
・
お
り
ん
の
回
想
を
交
え
た
形
で
展
開
し
ま
す
。
野
村
万
作
が
門
弟
と
と
も
に
、

笑
い
の
要
素
が
一
切
な
い
、
シ
リ
ア
ス
な
作
品
世
界
を
狂
言
の
手
法
で
描
き
出
し
ま
す
。
原
作•

深
沢
七
郎
、
脚
色•

岡
本
克
己
、
演
出•

野
村
万
作
。

Ｂ
プ
ロ
グ
ラ
ム

舞
囃
子
「

三さ

ん

ば

そ

う

番
叟
」　

舞
囃
子
「

山や

ま

ん

ば姥
」  　

能
「

鷹た

か

ひ

め姫
」

舞
囃
子

『
三さ

ん
ば
そ
う

番
叟
』（
６
月
23
日
18
時
、
７
月
1
日
14
時
）

三
番
叟
と
は
、
能
の
『
翁
』
の
後
半
に
狂
言
方
が
演
じ
る
舞
の
こ
と
で
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
。
通

常
の
三
番
叟
は
剣
先
烏
帽
子
に
直ひ
た
た
れ垂
の
装
束
を
ま
と
い
、「
鈴
ノ
段
」
で
は
黒
式
尉
の
面
を
か
け

ま
す
。
今
回
の
舞
囃
子
で
は
紋
付
袴
を
着
て
直ひ
た
め
ん面
で
三
番
叟
（
揉
ノ
段
・
鈴
ノ
段
）
を
踏
み
ま
す
。

舞
囃
子

『
山や

ま
ん
ば姥

』（
６
月
30
日
18
時
）

月
の
光
の
中
、鬼
女
・
山
姥
が
春
夏
秋
冬
の
山
の
景
色
を
語
り
な
が
ら
山
谷
を
駆
け
巡
る
…
。
能『
山

姥
』
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
、
紋
付
袴
姿
で
舞
い
ま
す
。

能

『
鷹た

か
ひ
め姫

』

物
語
の
舞
台
は
絶
海
の
孤
島
。
飲
む
と
永
遠
の
命
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
“
不
老
長
寿
の

泉
”
を
巡
り
、そ
の
泉
の
守
り
役
の
鷹
姫
、何
十
年
も
の
間
、泉
か
ら
湧
く
水
を
待
ち
続
け
る
老
人
、

そ
し
て
、
新
た
に
水
を
求
め
に
来
た
若
き
王
子
・
空く
う
ふ
り
ん

賦
麟
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水
を
求
め
る
苦
悩
を
嘆

き
謡
う
…
。

今
か
ら
１
０
０
年
以
上
も
前
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
詩
人
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
バ
ト
ラ
ー
・
イ
ェ
イ
ツ
は
能

の
世
界
に
影
響
を
受
け
、
劇
作
品
『
鷹
の
井
戸
』
を

執
筆
し
ま
し
た
。
そ
の
後
こ
の
作

品
は
日
本
に
渡
り
、新
作
能
『
鷹
姫
』（
1
9
6
7

年
）
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
今
日
ま

で
様
々
な
上
演
を
く
り
返
し
て
参

り
ま
し
た
。
こ
の
度
は
萬
斎
版
の
新
た

な
演
出
で
お
お
く
り
し
ま
す
。
原
作
•

Ｗ
・
Ｂ
・
イ
ェ
イ
ツ
、
作
•
横
道
萬

里
雄
、
演
出
•
野
村
萬
斎
。


